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Development of Signed Narratives by Deaf Children Acquiring Japanese Sign 
Language as a First Language
隅　田　伸　子＊　　鳥　越　隆　士＊＊
 SUMIDA Nobuko TORIGOE Takashi
　本研究は手話を第一言語とするろう児の手話のナラティブの特徴、またそれを引き出すための周囲の大人の働きかけ
を検討することを目的とする。対象は両親が聴覚障害を有している家庭（デフファミリー）で育つ 3 ～ 5 歳までのろう
児計 3 名であり、両親とのやり取りから産出されたナラティブを分析対象とした。その結果，3 歳児では母親の表現を真
似ることで語彙獲得が行われており、母親の働きかけとして Yes-No 質問や眼前の物を対象とする What 質問が中心とな
り、4 歳児では自発的な発話が見られるものの 1 語である場合が多く 3 歳時同様の質問や選択肢を提示して答えさせる 
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A（男） ３歳２ヶ月 90ｄB 90dB 無 父・母 
B（男） ４歳３ヶ月 65ｄB 65dB デジタル補聴器 父・母・祖父・祖母 






































































































































































種類は過去経験が 1 話，絵本場面が 1 話，テーマ話題
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C 児
　産出されたナラティブは計 4 話であり，ナラティブの
種類は過去経験が 3 話，作話場面が 1 話，テーマ話題が 
1 話であった。C 児においては，撮影開始の時間帯が遅
かったため，A・B 児に比べて少ないナラティブ数となっ

























C 児：D と E との喧嘩
母：なんでけんかしたの？





C 児：D は身長が低いから，助けて 2 対 1 でけんかした
母：けんかの時間は長かったの？







































































































































木下（2006）は，通常 4 歳から 5 歳に通過するとされ
ている「誤った信念」課題が，聴覚障害児の場合，9 歳





























2009）。Fivush & Fromhoff （1988）は 10 組の母親と子ど
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